
 

副理事長 高山 泰輔 

 

２０２１年、私たちは社会に多大な影響を及ぼしたコロナ
禍からの復興に向けてニューノーマルな手法であゆみを進
め始めました。しかし、コロナ禍による余波はいまだ残存し
ており、子供への心理的影響や社会、経済への影響は継続的
な課題となっています。アフターコロナを見据え、地域の発
展に寄与する団体として先頭に立って行動し、市民や行政、
各種団体を巻き込んだ運動によって八女地域の変革への一
歩を踏み出す必要があります。 
まずは、持続可能な八女地域を実現するために青少年育成

事業、まちづくり事業、国際交流事業により経済、福祉、社
会環境の好循環を作り出し、八女地域のもつ価値や子供たち
の共感力を育て未来へとつながる可能性を社会に示します。
そして、この市民や行政、各種団体との協働による運動は、
八女地域に住み暮らす人々の郷土愛を醸成し意識を変革さ
せ、社会の発展につなげることができます。さらに、メンバ
ーにとっても地域を牽引するリーダーとして様々な学びの
機会となり、一人ひとりが魅力的な人財へと成長することが
できます。また、運動の効果を最大化するためには多くの仲
間が必要であり、全てのメンバーが高いレベルで勧誘を行え
るように応対を洗練しフォーマット化することで八女地 
域のより良い未来に向け共に挑戦する新たな仲間を集いま
す。そして、組織の副理事長として責任と自覚をもって理事
長を補佐し、ＪＣの三信条である「奉仕・修練・友情」のも
と、苦労や喜びを分かち合いながら理事長の想いや自身の経
験、情熱をメンバーに伝えることで、八女地域の未来を想い
お互いが相手の多様性を認め合い相手を尊重できる強い組
織を目指します。 
私たちは課題や問題の裏に隠れている不安や遠慮といっ

た覆いを取り除き、明るい豊かな社会を実現させます。無限
の可能性に挑戦し地域を導くリーダーとして力を合わせ、英
知と勇気と情熱をもった人財へと成長し、持続可能な八女地
域の価値創造に貢献します。 
 

 

 

 



 

副理事長 野中 克則 

 

八女地域は広大な面積を有し、八女茶をはじめとした農作
物は福岡県内でもトップクラスの生産量を誇り、南北に走る
国道３号線や高速道路へのアクセスが良好で可能性を秘め
た地域です。しかし、人口の減少や産業の衰退など多くの問
題を抱えており、加えて新型コロナウイルスの影響で人々の
交流は制限され新たな問題も生まれています。この時代だか
らこそ、我々が地域に新たな価値を生み出す運動を展開する
ことが必要です。 
まずは、メンバーが使命感をもち自主的に行動する意識を

醸成するために、副理事長として率先して行動で示しこれま
での経験を伝えることで、メンバーの意識向上につなげます。
そして、持続可能な八女地域を実現するために、ＪＣ運動を
通して八女地域の問題と向き合い、メンバーや市民の意識も
変革し、問題解決に取り組むことで、八女地域の新たな価値
を創造します。さらに、八女地域の明るい豊かな発展のため、
共に悩み、互いの価値観を認め合い、時には熱く議論を重ね
ていくことで、効果的で影響力のある事業や研修の構築へ導
きます。また、一人ひとりがニューノーマルな価値観を生み
だすことで、将来を担うグローバルな人財の育成が、八女地
域の新しい発展につながります。そして、ＪＣＩ八女の運動
をより影響のあるものとするために、綿密に情報共有し、積
極的に入会候補者と面談を行い、ＪＣの魅力を伝えることで
拡大へとつなげ、地域の発展に寄与する人財を育成します。
さらに、自分の限界以上の能力を発揮するために、共に修練
の機会を経験することで、これからの多様な時代を切り開き、
地域を牽引する団体に進化すると確信しています。 
新しい価値を生み出し続けるＪＣＩ八女として、希望とや

りがいを新たに再認識することにより、一人ひとりが使命感
をもち、自分ごととしてＪＣ運動、ＪＣ活動に励むことで未
来の地域ため、未来の子供たちのため、必要な団体となるよ
うに一年間邁進いたします。 
 

 

 

 

 



 

第一室 室長 井星 幸雄 
 

福岡県南部に位置する八女地域は、農業や数多くの
伝統工芸に恵まれた町であり、さらに国道３号線や九
州自動車道など多くの産業を支えるには十分なイン
フラも整備されています。しかし、人口の減少、都市
部への流出が進み後継者や人手不足が多くの職業で
見られています。ここ数年、新型コロナウイルスの影
響下にあり未だ恐怖から抜け出せずにいる我々は、今
こそ新たな価値を見出し明るい豊かな社会の実現へ
邁進する必要があります。 
まずは、担当委員会が実施する事業が八女地域への

新たな価値の発見につなげるために、室長として的確
な助言や指導を行いニューノーマルな手法を用いる
ことで、影響力を最大化させます。そして、八女地域
の明るい豊かな社会の実現へと寄与するために副理
事長と密に相談し連携を図り、理事長の想い描く活動
や運動が円滑に実施できるよう導いていきます。さら
に、まちづくり委員会では地域社会の持続可能な未来
のために、農業を中心とした産業の価値を再発見し若
い世代に発信することで、定住者を増やすまちづくり
事業を行うよう導きます。また、青少年育成委員会で
は子供に夢と希望をもつことのできる未来を創るた
めに、八女地域の子供たちに自信をもち新たな一歩を
踏み出せることのできるような事業構築を促します。
そして、いつ発災するかもわからないパンデミックに
委縮しないためにも、対応できる精神力や仲間を助け
合う想いを感じることのできる共感力を醸成するこ
とで、人間力の向上につなげます。さらに、積極的な
会員拡大活動を行うことで、新たな仲間を募り力強い
ＪＣ運動を発信し続けることのできる組織をつくり
ます。 
ＤＩＳＣＯＶＥＲ～新たな価値の発見～を胸に抱

き、新たな価値を共に見つけ出せる一人でも多くのメ
ンバーとともに、一刻でも早くこの未曽有の新型コロ
ナウイルスから再興し様々な業種の方々や前向きな
市民と積極的に活動する持続可能な八女地域を実現
します。 
 

 



 

第二室 室長 山下 泰広 
 

八女地域は少子高齢化、都市部への若者の流出と多くの課
題を抱えております。これまで我々は地域をよりよくするた
めに事業構築を行なってまいりました。ですが２０２０年度
から流行している新型コロナウイルス感染症のパンデミッ
クはＪＣ活動、運動を当たり前のように行えない影響を与え
ました。先輩諸兄姉が我々に引き継いできて頂いたＪＣＩ八
女を今一度盛り上げ地域から必要とされる運動を構築し、展
開していく必要があります。 
まずは、例会研修委員会と国際交流委員会の両委員会が八

女地域の明るい豊かな社会の実現にむけて各委員会の事業
が円滑に行われるように、室長として委員長のサポートに努
めてまいります。そして、例会研修委員会では強固な組織を
作り上げるために、八女メンバーと地域の方々を対象にした
研修事業の中で交流を行ない、メンバー一人ひとりの意識の
向上と地域を牽引するリーダーになる成長の機会とし、力強
い組織を作り上げます。さらに、各例会においては、メンバ
ーがＪＣＩ八女の方向性を共有するために、委員長に動員の
指導と第一室との連携を行い、より多くのメンバーに参加し
ていただくよう取り組んでまいります。また、誰もが発信で
きるこの情報社会において一部では外国人の不実な情報も
発信されおり、外国人に対する差別や偏見を無くすために、
国際交流委員会では外国人の方々と交流する機会を作り、相
互理解の精神を醸成し八女地域の発展につなげます。そして、
会員拡大においては、新たな視点を取り入れＪＣＩ八女の多
様化を進めるために、男性はもとより女性の拡大に力を入れ、
両副理事長との連携を行い拡大に努めて参ります。 
ＪＡＹＣＥＥがコロナ禍においても臆することなく、常に

前を向き、ＤＩＳＣＯＶＥＲ～新たな価値の発見～のもと、
能動的に時代・地域を牽引する形で八女地域にあった運動、
活動を行い、魅力あふれる人財と成長し、明るい持続可能な
八女地域を実現します。 
 
 
 
 
 
 
 



 
まちづくり委員会 委員長 大坪 達史 

 
八女地域は、福岡県南部に位置し広大な面積を活かした数

多くの特産物や伝統工芸品があり、豊かな自然と歴史が受け
継がれてきた人の温もりにあふれるまちです。しかし、伝統
や歴史とは裏腹に多くの問題を抱えており、２０４０年の全
国市町村別人口推計で消滅可能都市と位置づけられていま
す。少子高齢化、出生率低下や都市部へ移住による人口減少、
後継者不足等の地域が衰退していく課題に対して今行動を
起こす必要があります。 
まずは、人口減少や後継者問題に歯止めをかけて八女地域

に定住、定職したいと思う仕組みを提案し、活気に満ち溢れ
た誰もが住み続けたいと想うまちを目指します。そして、地
域活性化の大きな原動力となる郷土愛を新たに醸成するた
めに、八女地域の魅力ある農作物を知る機会を作り、八女に
なじみのない方や未来を担う子供たちが直接農業に触れ体
験することで新規就農者となりまちと人が新たに出会い、共
に歩んでいき、絆を強固なものとします。さらに、八女地域
に若い世代を中心に定住して頂くために、地域のもつ産業の
価値や働きやすさと住みやすさを兼ね備えた魅力あるまち
であると発信していきます。また、メンバー一人ひとりの意
識を同じ方向へと導くことで郷土が抱える課題解決に全力
で立ち向かい八女地域の発展に大きく貢献します。そして、
入会歴が浅いメンバーにも積極的に事業に参加を呼びかけ
参加する意義を見出しメンバー間の絆を確固たるものを築
き、組織強化したＪＣＩ八女を夏期総会にてお披露目できる
よう企画運営を行っていきます。 
ＤＩＳＣＯＶＥＲ～新たな価値の発見～本年度スローガ

ンのもと、ＪＣＩ八女が先頭に立ち、課題解決の突破口を切
り開き、新たな一歩を踏み出し八女地域に住む人たちと協力
し合い、ふるさとの恵みと誇りを未来に継承していく持続可
能なまちづくりを進めてまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
青少年育成委員会 委員長 中島 恭佑 

 
世界中に猛威をふるった新型コロナウイルス感染拡大の

影響により、人と人が触れ合いコミュニケーションを取る
ことが難しい時代へと変化していきました。私たちが住み
暮らす八女地域においても各学校の行事などが中止とな
り、子供たちの貴重な体験の機会が損失されています。こ
のような状況下だからこそ、私たちＪＣＩ八女は地域の宝
である子供たち一人ひとりへ豊かな道徳心を育むことがで
きる運動を展開していく必要があります。 
まずは、本年度青少年育成委員会では子供たちが人を想

う気持ちをもち、夢や希望の実現に向けて手を取りあって
取り組む機会を創るために子供たちに日常にあふれる感謝
について考えてもらいます。そして、各々が想う気持ちを
知り、大切な人へ自分なりの方法で想いを伝えることで人
を想う気持ちを知り、これから成長していく過程での道徳
心の成長につなげることができると確信します。さらに、
変化する時代にも対応できる人財へと成長するために仲間
との時間を共有することの大切さを知り、自分の価値や可
能性を知ることで挑戦する心を育みます。また、人の気持
ちを想いやることができる強い子供を育てるために、現代
の情報収集のツールであるＳＮＳやインターネットの正し
い知識とマナーを学んでいただき、人の痛みを理解できる
慈しみの心をもつことの重要性を知っていただきます。そ
して、１２月総会においては卒業生のこれまでの功績を称
え、その想いを現役のメンバーに引き継ぐ貴重な機会とな
っており、ＪＣＩ八女の伝統を継承するために卒業生の想
いを一人でも多くのメンバーに伝播できるように企画、運
営を行います。 
ＤＩＳＣＯＶＥＲ～新たな価値の発見～本年度スローガ

ンのもと、子供たち一人ひとりが慈しみの心をもち、夢や
目標に向け個性溢れた環境を目指し、新たな価値や個性を
見出すことで持続可能な明るい豊かな社会への実現へ向け
恐れず全力で挑戦します。 
 
 
 
 
 
 



 
国際交流委員会 委員長 松尾 研士 

 
２０２０年より世界で感染が広がり始めた新型コロナウ

イルスは、収束の目処が立たず、以前のような活発で積極
的な国際交流の機会が全国では勿論のこと、八女地域でも
難しくなっています。学業や日本の技術習得のために来日
し、努力をしている外国人がいる中で、一部の偏った報道
により外国人に偏見を持つ人も少なくありません。その偏
見を排除し、互いの国の文化を学び尊重し、人種の壁を取
り払った運動を展開する必要があります。 
まずは、日本と他国との文化や慣習、考え方の違いを知

るために、国際交流の意義を感じることで、それぞれの国
の魅力、課題を認識し、相互理解の精神を育むことのでき
る時代に即した事業を構築します。そして、日本人として
の誇りをもち今後の国や地域の発展につなげるために、こ
れまでに無かった発想や課題解決に向けて交流できる機会
を創り、報道による偏見を無くして相手を尊重することの
大切さを知ることで、外国人とのコミュニケーションを取
り相互の友情を育みます。さらに、将来海外で活躍できる
人財が八女地域から生まれる機会を創出するために、国際
交流事業を実施することで、外国への関心を深めます。ま
た、ＪＣＩ八女の実施する事業が永続的に最大化するため
に、入会歴の浅いメンバーに魅力を感じてもらい、それを
伝播することで、会員拡大へとつなげます。そして、八女
地域の発展に向けてより影響力のある団体へと成長するた
めに、新年総会を実施し、２０２２年度のＪＣ活動、運動
方針を発信することで、理事長の想いをメンバーが理解、
共感できる機会とし、行政や各種団体と意見を交換するこ
とで連携強化につなげます。 
それぞれの国が抱える問題がある中で、外国人とのつな

がりを持つことは知見を広げるだけでなく、これまでとは
違った視点から物事を考え、今後の課題解決のために必要
な新しい価値の発見につながることで、誰一人取り残さな
い魅力溢れる八女地域を実現します。 
 
 
 
 
 
 



 
例会研修委員会 委員長 斎藤 尚広 

 
近年、新型コロナウイルスや毎年起こりうる災害問題や

人口減少問題など様々な要因により社会情勢は劇的に変化
しています。八女地域でも同様の問題が取り出されている
中で、変化に対応し八女地域の成長が必要です。ＪＣＩ八
女と地域が連携し同じ目標に向かって行動し、地域の未来
をより良い方向へ変えて行くため、使命感をもって行動し
ます。そして、地域課題に向けた運動と自己成長を繰り返
し、確かな歩みを進める必要があります。 
 まずは、例会で理事長を始め、多くのメンバーの話を

聞き、今のＪＣＩ八女の方向性を知っていただくことはも
ちろんのこと、メンバー同士の交流の機会を作るために、
工夫を凝らした委員会タイムを行うことで、参加意欲を高
め１００％例会へとつなげます。そして、ＪＣＩ八女メン
バーの多くは各事業所で中心的な役割を担っているため、
率先した行動力を身につけることのできる研修事業を企画
し、リーダーとして必要なスキルの習得につながる機会と
します。さらに、多くの方々にＪＣＩ八女の活動内容を知
っていただくために、ＪＣＩ八女以外の方々にも事業に参
加していただき、ＪＣＩ八女メンバーとの交流を深める時
間をつくり、各段階で議論の場を設け様々な意見を活発に
交わすことで、参加された方々の視野の拡大、新たな価値
観を生み出す機会とし泥臭く取り組みます。また、家族懇
親会において、日頃からＪＣ活動を理解していただき、陰
で支えていただいているご家族に感謝の想いを伝え、メン
バー及びご家族同士の懇親を深めるために、同じ時間を共
有し家族間の絆が深まる機会を作り家族同士も積極的に交
流できる家族懇親会を設営します。 
 本年のスロ－ガンであるＤＩＳＣＯＶＥＲ～新たな価

値の発見～のもと、例会や研修事業を通して、日々変化す
る日常の中で失敗を恐れず挑戦する行動力を身につけ、各
メンバーが高い志をもった魅力的な人財となり、八女地域
を牽引するリーダーを育成します。 
 
 
 
 
 
 



 
専務理事 井上 元太 

 
２０２０年に全世界へと感染が拡大した新型コロナウイ

ルスの影響により、私たちの生活様式は大きく変化し、
人々の交流は制限され、誤解や偏見により様々な差別が起
こり社会問題となっています。私たちが住み暮らす八女地
域は、人口の減少や産業の衰退など多くの問題を抱えてお
り、どのような状況においても私たちＪＣは持続可能な地
域の実現のため歩みを止めることなく、新たな手法も取り
入れながら運動を展開することが必要です。 
まずは、理事長の想いを伝え同じ方向性に向かって運動

を展開するために、メンバーと密にコミュニケーションを
取り事業の方向性や目的について話し合い相談に乗ること
で、メンバーが自ら積極的にＪＣ運動に参画し結束力の強
固な組織を構築します。そして、効果的な運動を展開する
ために、運営グループが連携しながら効率的な会議の運営
や円滑な議案の上程をサポートし、事業の効果を最大化し
ます。さらに、地域により良い変化を与える事業を構築す
るために、地域の課題やそれを解決するための手法につい
てメンバーと共に考え、どのような状況でも効果を生む新
たな手法も取り入れることで、私たちＪＣの地域における
存在価値を高めます。また、共に活動する同志を発掘し運
動の効果をより大きなものとするために、自らが率先し会
員拡大を行うとともに、拡大会議を通してグループが連携
しながら拡大に取り組むことで、ＬＯＭの拡大成功に導き
ます。そして、メンバーに成長、発展の機会を提供するた
めに、例会や事業、各種大会、エリア会議等の意義や目的
を伝え参加を促し、メンバーがＪＣに魅力を感じ飛躍的に
成長することにつなげます。 
変化が著しく混沌とした時代においても地域のことを想

い、奉仕の精神で率先して運動を展開することは地域によ
り良い変化を与え、ニューノーマルな手法を取り入れ新た
な価値を創造することで地域は輝きを増し、魅力に溢れた
持続可能な八女地域を実現します。 
 
 
 
 
 
 



 
常務理事 橋本 雄大 

 
全世界へと感染が拡大した新型コロナウイルスは終息の

目途が見えず、経済活動の停滞、生活様式の変化や新型コ
ロナウイルス感染に対しての差別や偏見が大きな課題とな
っています。また、日本各地で豪雨災害等の自然災害が発
生し、日常の生活に大きな不安を抱える人も少なくありま
せん。急激に変化する時代の中で、私たちＪＣが先頭に立
ち明るい豊かな社会の実現に向けて新たな手法を取り入れ
ながら運動を展開していくことが必要です。 
まずは、理事長の想いを組織全体で共有し運動を展開し

ていくために、メンバー間で密に情報交換を行い、結束力
の強い組織を構築していきます。そして、ＪＣの魅力を多
くのメンバーに発信し、事業や例会、各種大会への参画を
促すことで個人のスキルアップにつなげ、新たな気付きを
与えます。さらに、より良い事業を構築するために運営グ
ループとして専務理事のサポートを行うとともに各種会議
を円滑に設営することで、理事長をはじめ理事の想いをメ
ンバーにつなぐ架け橋となるように取り組んでいきます。
新型コロナウイルスによる自粛が長引き事業や活動を知ら
ないメンバーが増加している状況を踏まえて、一人ひとり
の成長へとつながるように率先してサポートしていきま
す。さらに、ＪＣ活動、運動に魅力とやりがいを感じる機
会を提供することで、入会歴の浅いメンバーの定着を図
り、新たな同志を積極的に発掘することで会員拡大を成功
へと導きます。また、本年度の理事長および卒業生の想い
や各出向者、各委員会の活動報告を組み込んだＪＣニュー
スの作成を行うことで私たちＪＣの活動を地域の方々に認
知していただき、存在価値の向上につなげます。 
時代は大きな変化を迎えており、私たちはその岐路に立

たされています。私たちが住み暮らす八女地域の現状を今
一度見つめ直し、私たちＪＣの運動をしっかりと発信する
ことでその先にある新たな価値を発掘し、地域の未来を見
据えることができると確信します。 
 
 
 
 
 
 



 
財政局長 古賀 政啓 

 
私たちＪＣは明るい豊かな社会の実現のため、地域が直

面する課題に焦点を当て運動を行ってまいりました。しか
し、２０２０年に全世界へと感染拡大した新型コロナウイ
ルスは今日まで影響を与え、人々の交流の制限のみならず
差別など新たな問題が噴出しており、人口減少及び産業衰
退を抱える八女地域についても新たな課題を作り出してい
ます。このような潮流に対して新たな手法を取り入れ地域
の課題解決のため運動を展開していく必要があります。 
まずは、組織運営及び各種会議がより円滑なものとなる

ために、運営グループ内において適切な会議資料及び予算
資料等の作成を行っていくとともに、綿密な連携のもと情
報を共有しお互いにサポートを行っていくことで円滑な議
案の構築、効果的な事業の実施につなげてまいります。そ
して、各委員会が立案する議案の収支予算の適正化を図る
ために、議案作成時の初期段階より運営グループが連携し
ながら各委員会と協議を行い、会計基準に則った適正な予
算計画となっていることを精査することで、メンバーから
お預かりした貴重な会費が十分な費用対効果を発揮できる
ように取り組んでまいります。さらに、コンプライアンス
の遵守を徹底するために、まずは自分自身が各種規則につ
いて十分に理解を深め、各委員会に適切な指導を行ってい
くことで、法令を遵守した質の高い事業の構築を目指して
まいります。また、これまでの会計報告を振り返り改善す
べき点は改善することで、ＪＣＩ八女が行う事業の透明
性、開示性及び公共性を高め、ＪＣ運動がより効果的なも
のとし、地域から認知され地域により良い変化を与えるも
のとなるように尽力します。 
時代は大きな変化を迎え、閉塞感の漂った時代だからこ

そ魅力に溢れた八女地域を実現するため、本年度のスロー
ガンであるＤIＳＣＯＶＥＲ～新たな価値の発見～のもと、
ニューノーマルな手法を取り入れ運動を展開することで新
たな価値を創造します。 
 
 
 
 
 
 



 
事務財政局長 木下 徹郎 

 
ＪＣＩ八女は１９５９年に明るい豊かな社会の実

現を理想とし、幾多の青年有志の手によって地域発
展のために歩みを進めてまいりました。しかし、２
０２０年に全世界へと甚大なる影響をもたらした新
型コロナウイルスにより様々な社会問題が発生して
います。八女地域においても人口減少、産業の衰退
のみならず新たな課題が発生しており、どのような
状況下においても、志を同じくする者を集い新たな
手法を逸早く取り入れ運動を展開することが必要で
す。 
まずは、運営グループ内での情報の共有と連携を

取り各種会議の適切な運営とＪＣ運動の根幹でもあ
る各事業の円滑な事業構築ができるように厳格に議
案を確認します。そして、議案作成から準備開催ま
では多くのメンバーとの交流を密に取り、相談やア
ドバイスを的確に行い意義のある事業を実現しま
す。さらに、ＪＣＩ八女は入会歴の浅いメンバーが
多くＪＣでの新たな気付きを知らないメンバーに対
しては、事業や例会はもちろんのこと積極的な各種
大会、エリア会議等への参画を促し、実際に行動す
ることで新たな成長へと導きます。また、広報の面
ではＳＮＳ・ホームページを使い、私たちの行動を
発信・拡散することでシニアクラブや八女地域の
方々に共感を頂きご理解ご協力の輪を広げ、更なる
地域の発展成長への礎とします。そして、積極的に
情報を発信することで一人でも多くの若者にＪＣの
魅力を伝え行動を共にしてくれる同志を発掘し、メ
ンバーの拡大へとつなげＪＣＩ八女全体の更なる活
性化につなげます。また、活動の拠点となる事務局
を常に清潔に保つことで質の高いクリエーティブな
意見が出る環境づくりを行います。 
先の見えない時代だからこそ、理事長が掲げるＤ

ＩＳＣＯＶＥＲ～新たな価値の発見のスローガンの
もと、ニューノーマルな手法を取り入れ、ＪＡＹＣ
ＥＥのもつ力を存分に発揮し、現状を打開すること
で八女地域の明るい豊かな社会を実現します。 
 
 



 
事務財政局次長 入部 圭右 

 
ＪＣＩ八女は創立以来、明るい豊かな社会の実現に向け

て様々な事業に取り組んでまいりました。しかし、近年新
型コロナウイルスという大きな壁が立ちはだかり、自粛期
間が長引き地域経済、未来を担う子供たちにも多大な影響
を与えています。今こそ私たちＪＣが積極的に動き出さな
ければこの八女地域は衰退の一途を辿ることになります。
ＪＣＩ八女の創り上げてきた伝統を継承しながら新たな価
値を発見することで様々な問題解決に導 
くことが必要です。 
まずは、事務局次長として事務局長の補佐だけでなく自

覚と責任をもち、議論の場となる事務局でより質の高い会
議を行うために、整理整頓、備品管理、資料管理を徹底し
メンバーが活動しやすい環境を整えます。そして、事業、
例会及び各種大会等に一人でも多くのメンバーに参加して
いただくために、スケジュール管理を徹底し運営グループ
が密にメンバーと連携をとりながら情報を迅速に発信する
ことで、自ら積極的に参加する環境を創出しメンバーの成
長につなげます。さらに、各委員会が行う事業構築におい
て委員長の想いをしっかりと受け止めより良い事業とする
ために、各種会議において厳格に議案を精査し適切な指導
を行うことで、効果的な事業の構築につなげます。また、
広報においてはＪＣＩ八女の活動、運動の状況を毎週ＳＮ
Ｓ、ホームページで発信することで、八女地域のみならず
多くの方々に認知していただきＪＣＩ八女の存在価値を高
めます。さらに、じゃがいもゴルフにおいては、一人でも
多くのメンバー及びシニアクラブの方々に参加していただ
くことで、先輩方との絆を深め、より良い連携が図れるよ
うに尽力します。 
 大きな変革を迎えている今、先輩諸兄姉が作り上げて

きた伝統を継承し、本年度のスローガンＤＩＳＣＯＶＥＲ
～新たな価値の発見～のもと、メンバー一人ひとりが新た
な価値を発見し成長することで地域の発展へとつながり、
持続可能な八女地域を実現します。 


